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９０分の授業があっと言う間だった　それだけ自分は頭を

フルに使って考えていたんだと実感した

まだ、矢印や丸をうまく使えないけれど、何回も書き直すうちに
少しずつわかりやすくなっていく気がした　やってみたいテーマは

「自分の性格」だ　自分探しみたいな感じで

手も足もでなかった　図を書くのが苦手タイプなのでかなり
苦戦した　自己分析を図でおこなったら少しは自分のことが
よくわかるのではないかと思う　是非挑戦してみたい

遅刻したことが悔しい　今年のテーマとして、難しいとは思うが
社会と最近の新聞の話題などの因果関係などを図解してみたい

それで理解できるようになりたい

自分のこの一年を図で振り返ったことで自分のことと子どもの
ことで精一杯で夫のことをほとんど
考えていないことがよくわかった

人生の迷い道に入り、大学の二年間で方向性を見つけたいと
決めた　この授業はとても役立ちそうだ　チャレンジ精神と

ワクワク感が高まった　次回が楽しみだ

上手に図を書くためには、繰り返す練習することが重要だ
新聞の記事を取り扱いたい

キーワードはたくさん出てくるけど、関係性を見つけるのが
難しい　複雑なキーワードがつながっていることもあり、新たな
発見が多かった　消しゴム１個使い切ることを目標にする
キーワード同士の関係を見つける時の考え方について

取り扱って欲しい

先生がおっしゃった｢他人の頭の中はわからない｣という言葉には
納得させられた　企業トップの頭の中と下の人達の頭の中を

一致させることが必要だ　それには、図がキーになる　解決したような
気がする　大切なことを伝達する際には図を用いるようにしたい
いつか｢自分の良い点｣を相手に伝えられるように｢自分の長所｣を

図にする授業をしてもらいたい

今日の授業によって私は｢宮城大学での四年間の自己構想｣
についてちょっと図で書いてみたいと思い始めた　確かに、
｢私の大学生活（この一年）」というテーマで図を書くのが

難しかったが、しかし、こんな面白いテーマが私自身は考えた
こともなかった　必ずチャレンジしてみる　もしこれから三年間の

大学生活について、あらかじめ図で書ければ、
それは１つの｢計画書｣になるものではないだろうか

自分の一年間を図にしてみるなんて、今まで考えたこともなかったので
新鮮であり、おもしろかった　しかし、意外と難しく、納得のいく図が

書けなかったので、もう一度挑戦してみようと思う

聞いていると簡単なようである｢私の大学生活この一年｣は、
いざ書いてみると本当に出来ない　このギャップ　あー大変だ
頑張ってみる　授業で取り上げて欲しいテーマについてだが

まだそこまでの余裕がない状態だ

この一年自分がしてきたことはたくさんあったけれど、その関係は
考えなければならないと初めて気がついた　図を書くのに

考える力は必要だ…

どうすれば図解を身につけられるのかちょっと考えていたが、
わからなかった　これからこういう部分を説明して、練習したほうが

いいと思う

｢今までの私｣についてはずっと考えていたつもりだったが、
図にしようと思うと、それぞれの関係性があいまいだと気付き
驚いた　一週間以内にニュースになった話題を理解したい

図解することは想像以上に難しかった　初めて言葉を使って
図解するのは、こんなに難しいと実感した　その反面、

図解はこんなに役立つんだ、と思った　自分もあらかじめ絶対
図解の作り方をこの授業を通し、身につけていきたいと思う

図で考えると、｢この状況をいかに簡潔に表現するか｣という
ことに非常に頭を使った　図解は大変な作業だと感じた

今日の講義では、考えることの大変さを
身をもって感じた　今後は企画の
立案方法を是非学びたいと思う

図解の仕方はまだ
一般的には知られていないと思う　

自分の考えを図解に
まとめることは、まとめ方を
学ぶこと？と思った

不思議だけれど、なぜか自分が
何となく思いついたキーワードを
つないでいくことで言いたいことが
わかった気がした　是非図解に

慣れたい

キーワードはすらすらでてくるものの
その関係や大小を考えながら図で
表すことはとても難しく感じた

ある程度の大小、太細をつけ肉付け
していくと、何に重点をおいてきたのか
わかり、再び図示のすばらしさを

理解できた

どうしても丸で囲むだけの図に
なってしまう　四角や矢印を使って
わかりやすい図解ができるように

なりたい
マニュフェストも図にすることで

どこに重点をおいているのかなどが
分かりやすいですね
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実習ばかりでなく、顧客満足度について

の講義を詳しく聞きたい

図解という手段を用いて分かりやすい
プレゼンテーションが出来るのであれば
これほど簡単な話はないと思う

自分が挙げたキーワードをどう図解
していけばいいのか分からない

出席してコツをつかんでいくしかないと
思った

図に書くことで自分自身の考えを明確に
しやすいと実習を通して感じた

ニュースなどで話題となった出来事を
図式してみたい

図解をしてみて難しかったことは、
作成する際に何を最も伝えたいのかを

意識しなければならないこと
論理的にズレがないかを考えないと

いけないこと
字数が少ないことで本質を伝える
ことがしやすくなるが、反面

自分で伝えたいことを明確に理解しないと
ならないこと、だ

すごく難しかったが、考えているうちに
どんどんキーワードがでてきて

おもしろかった　しかし、全てのキーワード
が、思い浮かんだだけで、結論
まではいたらなかった

ロダンのアレは｢考える人｣ではなく
運命の門の上で人々を｢見下ろす人｣だ

自分の言いたいことが表現できるように
なりたいと思った

まず、自分のことから知り、様々なところに
まで知識を広げたい

自分の生活の中で一番
大きな比重を占めている

ものが何なのか　図解することで分かった
図の大きさから、自分臥何を一番に優先すべき

なのか優先順位が見えてきた

あるキーワードをもとに、派生させて考える
作業がおもしろかった　1つの物事も
発展させて考えていくと、たくさんの
結果に結びつくのだなあ、と実感した

時間はあっという間にすぎるが、作業はなかなか
進まない　とても難しかった

自分の中であやふやになっていることを
思い出して（考え出して）言葉にすることが

やっとだ

キーワードをあげていく過程で、ある共通点が
多く見つけられた　なかなかまとまらず

３回目の書き直しでだんだんと分かってきた
気がする

図を書いてみたら、自分の興味を持ったもの、
積極的に行ってきたことはなにか、
面倒でやらなかったものはなにか、が

自ずと理解できてきた　そして、それらの関係
を考え、線でつないでいくと将来に十分に
いかしていくことができるとわかった
全体像を思った以上に客観的に把握で

自分の良くない点も疑問も不満もほとんどなく
受け入れることができた

次は丸の大きさ、線の太さも考え
工夫して、さらにわかりやすい図をつくるように

心がけたい

つながりを見つけるのが難しく、
つい箇条書きになってしまう

図で考える時間というのは、とても
新鮮なものだった　

今まで何度も｢図で考える｣壁に
あたってきているので、絶対にこの能力を

ものにしたい

図解には、矢印の向き、太さなど、
様々な方法え表現しなければ、

キーワードの関連はわからないのだ
ということを学んだ　図解に慣れるまでは、
今回のような身近なテーマで図を書いて

いきたい

基本がよくわからないので、テーマが
あたえられたものを一定のフォームに
キーワードを入れる、といったような
練習があるとわかりやすくなるかも

しれない

図にしたときに、全く違うスタートで
キーワードが途中で一緒になることが、
眺めてみておもしろかった　テーマは

スポーツが好きなので、
東北楽天イーグルスか
ベガルタ仙台を希望する

自分で図を書いてみるとまったくと言って
いいほど書けなかった　自分にはまだ

早すぎるスタート地点にいるもかもしれない
来週までに上手く図を作ってこられるかが
非常に不安である　身近なものから図解に
していく練習が必要なのかもしれない

総合的に図解することは
｢脳の立体図｣化であると感じた

やってたいテーマは
日本と世界各国との力関係
食材王国としての宮城

コンビニエンスの現在と未来

図に表すというのは、思った以上に
苦労するということを改めて実感した
多少苦労しても能力を身につけたい

相手の理解度に
合わせて言葉を
使うことが大切だ

図で説明することの難しさを知った
この授業で伝える力を身につけたい

初めて図を書いたが、難しく、試行錯誤
の末なんとか仕上がった　実際に
書いてみることで考えることの大切さ

を改めて感じた

図を書いているときはおもしろかった
是非この能力を高めたい

コンビニの売れている店舗の条件
をテーマにやってみたい

図を書くのはそんなに大変なことではないと思っていたが、
実際にやってみると思い通りにいかない　少々甘くみていた

この一年の大学生活を表す単語を箇条書きにするのは
わりとすぐにできたが、その単語の関係性を図におこし、
わかりやすく表現するのがなかなかうまくいかなかった

全体をつかみ、そこから部分を考えていくのは、簡単なようで
実際やってみるとなかなか難しいことだとわかった

何回も書き直して掘り下げてキーワードを見つけていきたい
図をつくるということは、頭が働くし、普段使わない脳力を

使っている気がしてとてもよかった　将来について考えることが
できればいいと思う


